
       令和７年度 

   奈良県職員採用選考試験（キャリア活用試験）募集案内 
 
                                    令和７年９月３０日 
                                                                      奈良県総務部人事課 
 
 受 付 期 間  令和７年１０月１日（水）～ 令和７年１０月２７日（月）正午 
                                                          
       ※ 募集に関する問い合わせ及び応募先は、 
                                                      〒630-8501 奈良市登大路町３０ 
                   奈良県総務部人事課人事係       電話 ０７４２－２７－ ８３４９ 
                                                   （ダイヤルイン） 

 

 

 
 
 

１．試験職種・採用予定人員等 

試験職種 試験分野 
採用予定 
人 員 

希望す
る職 

職務内容 

 
 
 
 
 
 
 

総合職 

行政 若干名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 

 
 
 
知事部局（本庁・出先機関）などに勤務し、一般行政全
般に従事します。 
 
（注） 
試験分野「総合農学」は、農学又は農業土木のいずれか
を選択してください。 
 
試験分野「総合電機」は、電気又は機械のいずれかを選
択してください。 

総合土木 若干名 

造園 若干名 

建築 若干名 

総合農学(注) 若干名 

林学 若干名 

総合電機(注) 若干名 

資格職 

獣医師 若干名 
本庁・出先機関に勤務し、食品衛生、動物愛護や畜産行
政事務等に従事します。 

社会福祉職 
（児童福祉司） 

若干名 

こども家庭相談センターや福祉事務所等に勤務し、虐待
・育成等の児童相談対応、指導及び支援業務、又は、生
活保護に関する相談対応・受給者宅等の訪問・調査及び
認定業務など福祉行政に関する業務に従事します。 

心理判定員 若干名 

こども家庭相談センター、福祉行政を担当する本庁の
課、身体障害者更生相談所等に勤務し、児童虐待対応業
務、相談業務、心理判定業務及び児童福祉行政事務など
に従事します。 

※１：希望する職は、課長補佐級又は係長級のいずれかを選択してください。 
※２：複数の試験分野を申し込む事はできません。また、公務員経験者採用試験との併願はできません。 
 
 

２．採用予定日 

令和８年４月１日（水）〈予定〉 
なお、令和８年４月１日より前に採用することがあります。 

 
 

＜キャリア活用試験とは＞ 

 ○専門的な知識・技能を有する人材を、民間企業経験者等から採用する選考試験です。 

 ○民間企業等でのキャリアを活用し、課長補佐級職又は係長級職として採用する事を想定して 

います。 

 ※上記の職で採用を想定していますが、主査級として採用する場合があります。 



 
３．応募資格 

○次の(１)～(４)の要件をすべてみたす人 
（１） 年齢等要件 

昭和４１年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人 
（令和８年４月１日現在で３４歳以上５９歳以下） 
 

（２） 地方公務員法第１６条各号のいずれにも該当しない人 
・禁錮（令和７年６月１日以降は拘禁刑）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで 

又はその執行を受けることがなくなるまでの者 
・奈良県職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他 

の団体を結成し、又はこれに加入した者 
 

（３） 国籍等要件 
・獣医師、社会福祉職（児童福祉司） 

日本国籍を有しない人は受験できません。 
・上記以外の試験分野 

日本国籍を有しない人も受験可能。但し、在留活動に制限のない在留資格を有すること。 
※なお、「日本国籍を有しない人は、公権力の行使又は公の意思形成への参画に携わ 

ることはできない」とする公務員に関する基本原則に基づいた任用がなされます。 
 

   （４）現に奈良県職員定数条例第１条に規定する職員（任期付職員等の期限の定めのある職員及
び他団体から奈良県に派遣されている職員を除く）でない人 
※人事交流のため、一旦、奈良県を退職し他団体へ派遣されている職員についても受験で

きないこととします。 
 
 

○資格職にあっては、試験分野ごとに下記の要件をみたす人 
 

 【獣医師】 
   ○獣医師免許を有する人 
 
 【社会福祉職（児童福祉司）】 
   ○児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第１３条第３項に規定する児童福祉司の任用資格を

有する人 
         ※児童福祉司の任用資格を有する者とは、次の各号のいずれかに該当する者をいいます。 
         （児童福祉法第１３条第３項） 

一 児童虐待を受けた児童の保護その他児童の福祉に関する専門的な対応を要する事項に
ついて、児童及びその保護者に対する相談及び必要な指導等を通じて的確な支援を実施で
きる十分な知識及び技術を有する者として内閣府令で定めるもの 

二 都道府県知事の指定する児童福祉司若しくは児童福祉施設の職員を養成する学校その他
の施設を卒業し、又は都道府県知事の指定する講習会の課程を修了した者 

三 学校教育法に基づく大学又は旧大学令に基づく大学において、心理学、教育学若しくは
社会学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者(当該学科又は当該
課程を修めて同法に基づく専門職大学の前期課程を修了した者を含む。)であって、内閣府
令で定める施設において一年以上相談援助業務(児童その他の者の福祉に関する相談に応
じ、助言、指導その他の援助を行う業務をいう。第八号及び第六項において同じ。)に従事
したもの 

四 医師 
五 社会福祉士 
六 精神保健福祉士 
七 公認心理師 
八 社会福祉主事として、二年以上相談援助業務に従事した者であって、内閣総理大臣が定

める講習会の課程を修了したもの 
九 第二号から前号までに掲げる者と同等以上の能力を有すると認められる者であって、内
閣府令で定めるもの 

 
 【心理判定員】 
   ○学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、心理学を専修する学科又はこれに相当

する課程を修めて卒業した人 



４．試験日時・試験会場 

【試験分野：行 政】 

試 験 種 目 日 時 会 場 

第１次 

試 験 

基礎能力検査

（ＳＰＩ３） 

１１月１２日（水）～１１月２６日（水） 

の期間で選択 

受検者が選択する会場 
・ リアル会場 

・ オンライン会場 

性格検査 

（ＳＰＩ３） 

１１月１２日（水）以降 

 
※受検依頼メールを受信後、性格検査を受検できます。

※基礎能力検査を受検するためには、性格検査を先に 

 受検する必要があります。 

各自インターネット 

第２次 

試 験 
口述試験 

１２月１６日（火）～１２月１９日（金） 

のうち指定する１日 

※詳細については、第１次試験合格者に書面で 

お知らせします。 

奈良春日野国際フォーラム 

本館 

（奈良市春日野町１０１） 

 
【試験分野：行政以外】 

試 験 日 時 会 場 

口述試験 

１１月１８日（火）～１１月２１日（金）のうち指定する１日 

 

※試験分野に関連する資格の保有状況（公務員経験者については

在職時の補職等）や職務経験等をもとに書類選考を行います。 

※書類選考の結果及び口述試験の日時等の詳細については、書面

でお知らせします。 

奈良春日野国際フォーラム 

別館 

（奈良市春日野町１０１） 

※指定された口述試験の日時について受験者都合による変更はできません。 
 
 ※試験分野に関連する資格とは、下表に掲げるもの及びこれらに相当するものをいう。 

試験分野 資格の例 

総合土木 
１級土木施工管理技士補、技術士補（建設部門又は上下水道部門）、 
シビルコンサルティングマネージャ（RCCM） 等 

造園 
１級造園施工管理技士補、技術士補（建設部門）、 
シビルコンサルティングマネージャ（RCCM） 等 

建築 一級建築士、１級建築施工管理技士補 等 

総合農学 
農学 普及指導員資格、技術士補（農業部門） 等 

農業
土木 

技術士補（農業部門） 等 

林学 森林総合監理士、技術士補（森林部門） 等 

総合電機 
電気 

情報処理技術者（ネットワークスペシャリスト又はシステムアーキテクト）、 
技術士補（電気電子部門又は情報工学部門）、第３種電気主任技術者、 
１級電気工事施工管理技士補 等 

機械 設備設計一級建築士、技術士補（機械部門） 等 

獣医師 獣医師免許 

社会福祉職 
(児童福祉司) 

医師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師 等 

心理判定員 公認心理師 等 

  



５．試験方法・内容 

【試験分野：行 政】 

試 験 種 目 配 点 内 容 

第１次 

試 験 

基礎能力検査

（ＳＰＩ３） 
100 点 職務遂行に必要な総合的な基礎能力についての検査をテス

トセンター方式で行います。 

性格検査 

（ＳＰＩ３） 
－ 職務遂行に必要な適性についての検査をテストセンター方

式で行います。※ 性格検査のみの評価は行いません。 

第２次 

試 験 

職務経歴書 

300 点 

受験申込み時に提出された職務経歴書により審査します。 
※審査した結果は、口述試験の結果と総合して２次試験の得点とします。 

口述試験 個別面接による試験を行います。 

 
 
【試験分野：行政以外】 

試験種目 配 点 内 容 

職務経歴書 

300 点 

受験申込み時に提出された職務経歴書により審査します。 
※審査した結果は、口述試験の結果と総合して２次試験の得点とします。 

口述試験 個別面接による試験を行います。 

 
 

６．合否決定・合格発表日時 

（１）合否決定 
【①試験分野：行政】 

試 験 内 容 

第１次試験 基礎能力検査の得点（100 点満点）により決定します。 

第２次試験 職務経歴書及び口述試験の合計得点（300 点満点）により決定します。 

 
【②試験分野：行政以外】 

試 験 内 容 

口述試験 職務経歴書及び口述試験の得点（300 点満点）により決定します。 

※ ①、②とも、各試験種目（性格検査を除く。）にはそれぞれ合格基準があり、１つでも基準に達しない場合は不合格とな

ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 



（２）合格発表日時 

【①試験分野：行政】 

区 分 時 期 方 法 

第１次試験 
合格者 

１２月５日（金）午前９時（予定） 
奈良県人事課のホームページへ受験番号
等を掲示します。 
 
あわせて、受験者全員に合否通知を郵送し
ます。 

最終合格者 １２月２６日（金）午前９時（予定） 

 
【②試験分野：行政以外】 

区 分 時 期 方 法 

最終合格者 １２月５日（金）午前９時（予定） 

奈良県人事課のホームページへ受験番号
等を掲示します。 
 
あわせて、受験者全員に合否通知を郵送し
ます。 

 



７．応募手続 
  ※試験分野が行政と行政以外では手続きが異なりますのでご注意ください。 
 
【試験分野：行 政】 

原則としてインターネットにより申し込んでください。 

 
申込方法 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・「奈良スーパーアプリ」による電子申請（スマートフォンからの申込みも可能） 
※奈良スーパーアプリには、以下 URL よりアクセスできます。 
【ＵＲＬ】 
https://nsa.pref.nara.jp/gap/applicationRegister?appmngid=a03J3000009yU2K&entry=1 

 
 

・ 試験の詳細については、奈良県総務部人事課のホームページ（以下 URL）をご覧下
さい。奈良県職員採用情報サイトからでもアクセスできます。 
【ＵＲＬ】https://www.pref.nara.jp/9063.htm 

 
 

・ 「@office.pref.nara.lg.jp」「@ml-nsa.pref.nara.jp」のドメインを受信できるよ
うに設定してください。 

・ 期間内に申込が完了したものに限り受け付けします。受付最終日はシステムが混み
合うおそれがあるほか、申込者の環境によりエラーになる場合もありますので、余
裕を持って手続してください。 

・ 申込みができる試験職種は一つに限ります。受付後の変更は認めません。 
・ 同一の受験者から複数の申込みがあった場合は、最初に行われた申込みを有効とします。  
・ インターネット申込ができない方は、必ず１０月２０日（月）までに問い合わせて

ください。 

手続きの流れ 
 
１． 申込登録 
・ 奈良スーパーアプリへログインするには奈良スーパーアプリのアカウント登録が必

要になります。 
・ 画面に従って必要事項を入力してください。 
・ 登録された情報については、人事課が実施する業務、合格から入庁までの間の連絡

及び採用に関する業務に利用します。 
 
２．審 査 
・ 申込内容を審査します。審査完了後は試験分野の変更ができません。 
・ 申込内容に確認の必要があれば通知します。 
・ 通知を確認いただき、修正が必要な場合は対応ください。申込締切までに対応いた

だけなかった場合は、受験できなくなる場合があります。 
・ 審査完了の通知はありません。マイページにログインし、手続状況一覧画面で確認

できるステータスが「審査済み」もしくは「申請手続完了」となっていれば審査が
完了しています。 

 
３．受検依頼メール 
・ １１月１０日までに基礎能力検査（ＳＰＩ３）の「受検依頼メール」をお送りしま

す。後述の受検の流れに沿って、受験期間内（１１月１２日（水）～１１月２６日
（水））までに受検してください。過去１年以内にテストセンターで受検したこと
がある方は、前回の受検結果を送信することで受検したものとみなすことができま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



受付期間 

 
 令和７年１０月１日(水)～令和７年１０月２７日(月) 
 ※初日は午前９時から、最終日は正午までに受信したものを受け付けます。 
 

 

エントリーシート

及び 

職務経歴書 

 
【提出方法】 

奈良県総務部人事課人事係まで下記書類を直接持参するか、又は書留で郵送してくだ
さい。 

 ◆人事課に直接持参される場合は、受付日時等にご注意ください。 
 ◆郵送による場合は、封筒の表に必ず「採用選考試験（キャリア活用）書類提出」と

朱書きしてください。 
◆エントリーシート等の様式は、試験案内配布開始日より奈良県人事課ホームページ
に掲載します。 

 
① エントリーシート（様式１） 

※応募する試験分野を必ず記入してください。 
 

② 職務経歴書（様式２） 
 
【提出期限】 
 令和７年１０月２７日(月)正午＜必着＞ 
 

※人事課に直接持参される場合は、受付時間は午前９時から午後５時までです。 
なお、土曜日、日曜日、祝日は受付を行っておりません。 

 ※提出いただいた職務経歴書等は採用事務にのみ利用します。 

 
第１次試験 
(ＳＰＩ３) 
の受検の流れ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～１１月１０日
１１月１０日までにＳＰＩ３の「受検依頼メール」をお送りします。
※　受検依頼メールが届かない場合は、必ず人事課まで電話により問合せください。

（１）日時・会場の仮予約
「受検依頼メール」内のリンクの案内に従って、基礎能
力検査の受検に都合のよい日時・会場を選択し、仮予約

してください。

（２）性格検査の受検
「受検依頼メール」内のリンクの案内に従って、自宅等
のパソコン又はスマートフォンで性格検査を受検してく
ださい。

（３）日時・会場の予約確定
性格検査が終了すると、基礎能力検査の日時・会場の予
約が確定します。

受検依頼メール

受信後

基礎能力検査の
受検

下記を用意し、予約した日時・会場にて受検してください。

【リアル会場】
・受検票 （予約完了画面を印刷したもの）

・本人確認書類（顔写真付き、原本（コピー不可）、有効期限内）

　（例）運転免許証、パスポート、学生証（プラスチックカード型のみ有効）

※受検票が印刷できない場合は、テストセンターＩＤ、カナ氏名、検査名、会場名、

　日程、タームをメモしたものをリアル会場に持参
【オンライン会場】

・本人確認書類（顔写真付き、原本（コピー不可）、有効期限内）

　（例）運転免許証、パスポート、学生証（プラスチックカード型のみ有効）

・筆記用具（シャープペンシル又は鉛筆）

・メモ用紙（Ａ４サイズ２枚のみ）



 ○ ＳＰＩ３テストセンターに関する基本情報や、会場のご案内、よくあるご質問につ
いては、 
ＳＰＩ３ホームページ（https://www.spi.recruit.co.jp/testcenter/）を参照し
てください。 

○ 受検者向けのお問い合わせ窓口 
 【テストセンターヘルプデスク】 

・電話番号：0570-081818 
・営業時間 9:00～18:00 土日祝日含む毎日受付（ただし、年末年始を除く） 

※電話は、パソコンの操作ができる状態でおかけください。 

 ※提出いただいた職務経歴書等は採用事務にのみ利用します。 
 
 
 
【試験分野：行政以外】 

※提出いただいた職務経歴書等は採用事務にのみ利用します。 

 
申込方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良県総務部人事課人事係まで下記書類を直接持参するか、又は書留で郵送してくだ 
さい。 

 
 ◆人事課に直接持参される場合は、受付日時等にご注意ください。 
 ◆郵送による場合は、封筒の表に必ず「採用選考試験（キャリア活用）受験申込」と

朱書きしてください。 
◆エントリーシート等の様式は、試験案内配布開始日より奈良県人事課ホームページ
に掲載します。 

 
① エントリーシート（様式１） 

※応募する試験分野を必ず記入してください。 
 

② 職務経歴書（様式２） 
 

③ 国籍要件等確認書（様式３） 
（注意）下記<1>～<4>を記入するもので、（様式３）を提出するか、あるいは（様

式３）に則って作成したものを提出してください。また、署名は必ず自署
で行ってください。 

       <1> 受験申込者の｢日本国籍の有無｣（「有」又は「無」のうちいずれか 
を○で囲む。） 

        <2> 受験申込者の｢在留資格の内容｣ 
         ※日本国籍を有しない人のみが記入 
         （「永住者」「特別永住者」「日本人の配偶者等」「永住者の配偶

者等」及び「定住者」のうちいずれかを記入｡) 
          <3> 受験申込者の｢生年月日｣ 
          <4> 国籍要件等確認書の｢記入日｣ 
 

受付期間 

  令和７年１０月１日(水)～令和７年１０月２７日(月)正午＜必着＞ 
 
   ※人事課に直接持参される場合は、受付時間は午前９時から午後５時までです。 

なお、土曜日、日曜日、祝日は受付を行っておりません。 



 
９．給 与 等   
 ・試験分野：獣医師以外 
 
 初 任 給 等 初任給は、採用までの経験年数等に応じて条例等の定めるところにより決定します。 

 

＜参考＞大学卒業後、採用まで引き続き民間企業等で正職員としての職務経験を有

する場合の計算例 

・月額３５１，２８８円（職務経験１６年、係長級） 

・月額４０５，５８７円（職務経験２３年、課長補佐級） 
※行政職給料表を適用する場合（奈良市内勤務の地域手当を含む。） 

  
その他手当 

 
住居手当、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、超過勤務手当等がそれぞれ
の条件に応じて支給されます。 

 
 ・試験分野：獣医師 
 
 初 任 給 等 初任給は、採用までの経験年数等に応じて条例等の定めるところにより決定します。 

 

＜参考＞六年制大学卒業後、採用まで引き続き民間企業等で正職員としての職務経

験を有する者で、食品衛生検査所食肉検査課勤務の場合の計算例 

・月額３９１，８７８円（職務経験１４年、係長級） 

・月額４３３，６４７円（職務経験２１年、課長補佐級） 

※医療職（二）給料表を適用する場合（食品衛生検査所食肉検査課勤務の地域手当

及び給料の調整額を含む。） 

  
その他手当 

 
住居手当、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、超過勤務手当等がそれぞれ
の条件に応じて支給されます。 
※支給要件に該当する場合、初任給調整手当（初年度は最大で月額 60,000 円）を 

支給します。 
 

 
※なお、初任給等は令和７年１０月１日現在の条件で表記しています。 

 
 

１０．そ  の  他 

   この採用選考の応募者は、合格発表の日から１月間、この試験の結果（総合得点及び順位）につ
いて、個人情報の保護に関する法律に基づき口頭により開示を請求することができます。 

  なお、電話等による請求はできませんので、開示を請求する場合は、受験者本人が本人であることを証
明する書類（運転免許証等）を持参のうえ、午前９時から午後５時までの間に、奈良県総務部人事課へ直
接お越しください。（ただし、土曜日、日曜日、祝日、12 月 29 日から 1 月 2 日は受け付けしておりません。） 



 
 
【様式１】

奈良県総務部人事課

ー ー

年 月 ～ 年 月

　□卒業(修了)　□中退　□(　学年)在学中

年 月 ～ 年 月

　□卒業(修了)　□中退　□(　学年)在学中

年 月 ～ 年 月

　□卒業(修了)　□中退　□(　学年)在学中

（在学中のアルバイトを除き、直近３か所以内を上から古い順に記入）

□ 現在に至る　

□ 現在に至る　

□ 現在に至る　

Ｓ･Ｈ･Ｒ

Ｓ･Ｈ･Ｒ

そ の 他 の 資 格 、
語 学 、 特 技 等

高等学校
専門学校
大学・短期大学
大学院

□
□
□
□

学　校　名 学部・学科・専攻  在　学　期　間

□
□
□
□

高等学校
専門学校
大学・短期大学
大学院 修学区分

Ｓ･Ｈ･Ｒ

Ｓ･Ｈ･Ｒ

Ｓ･Ｈ･Ｒ

Ｓ･Ｈ･Ｒ

□
□
□
□

在職期間
勤務先の名称 職務内容

Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月　～　Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月

Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月　～　Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月

所在地
(市町村名まで)

１．志望理由
　あなたが、奈良県職員になろうと考えた理由を記入してください。

職

歴

※

試 験 分 野 に
関 連 す る 資 格

Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月　～　Ｓ･Ｈ･Ｒ　　年　　月

エントリーシート（キャリア活用試験）

フリガナ

職　種
氏　名

受験番号

高等学校
専門学校
大学・短期大学
大学院

写　真

※６ヶ月以内に無帽、上半
身、正面むきを撮った写真
で、本人と確認できるもの
を、枠内に収まるよう加
工・貼付してください。

修学区分

修学区分

学

歴

※

希望する職

生年月日
　昭和・平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　（　　　歳）

電話番号

e-mail

住所



２．これまでの職務経験における実績・成果
　あなたのこれまでの職務経験における実績や成果について記入してください。

３．県職員として活かすことができる能力等
　あなたのこれまでの経験で得た経験や能力を、今後、奈良県職員としてどのように活かしていくか記入してください。
希望する職（課長補佐級または係長級）を選択した理由も含めて記入してください。



※記載内容は、口述試験における参考資料として使用します。 （令和７年１０月１日現在）

４．部下や後輩の指導に関する経験について
　あなたが部下や後輩を指導・育成する上で苦労した点や工夫した点を記入してください。

５．利害関係者との調整に関する経験について
　あなたがこれまでの職歴の中で、他者（外部又は内部）との調整で苦労した点や工夫した点を記入してください。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【様式２】

奈良県総務部人事課

年 月 日 （

＜職務経歴＞

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月 日 から

年 月 日 まで

年 月

【記入時の留意事項】

１　一番上の行には、令和7年10月1日現在における就職の状況を記入すること。（無職の場合は、「無職」と記入）

２　人事異動等により所属や役職、職務内容が変わった場合には、同一企業であっても行を変えて記載すること。
３　「所属・役職名」欄は、公務員の場合は、職種も記載すること。

　　   ４　雇用形態が、非常勤職員（会計年度任用職員等）として勤務した経験は、職務経験に含むことはできません。

５　職務経験は月単位で算定することとし、従事期間が１月未満の月については、１５日以上は１月として計算し、１４日以下は
　　切り捨てること。

６　「期間」欄の除算期間については、休暇、休業、休職等のため、連続して１か月を超えて職務に従事していない期間（産前産後

　　休暇を除く。）を記載すること。

７　職歴欄が足りない場合は、適宜行を追加して記入すること。

　　   ８　本シートは、選考に使用するため、文字や図表が切れないよう十分確認すること。

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

※職務経歴には在学中のアルバイト等を除き、その他全ての職務経歴について、職務内容を詳細に記入してください。

受験番号

ふりがな

氏　　名

生年月日

試験分野

所属・役職名 担　当　業　務 雇用形態
始期　及び　終期 期    間

年

　年　月　～　年　月 （　　年　　月）

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

年 月

職務経歴書（キャリア活用試験）

職務経験の合計

歳）

勤務先名称 職務経験通算

在　　職　　期　　間

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

月

　年　月　～　年　月 （　　年　　月）

年 月

年 月

　年　月　～　年　月 （　　年　　月）

年 月

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

　年　月　～　年　月 （　　年　　月）

　年　月　～　年　月

月

（　　年　　月）

※上記のうち、職務に従事していない期間（除算期間）

　年　月　～　年　月 （　　年　　月）

年



（様式３）国籍要件等確認書の様式 
                                                       
 

国 籍 要 件 等 確 認 書 

 
 

 
 受験申込者の｢日本国籍の有無｣ 

 
 

有   ・   無 
 

 
 
 
 

 
 受験申込者の｢在留資格の内容｣ 
  （※ 外国籍の人のみ記入） 
 

 
 
 

 

 
 
 受験申込者の｢生年月日｣ 
 

 
 
 昭和・平成   年    月  日 
 

 
  
 国籍要件等確認書の｢記入日｣ 

 
 
 令和      年     月     日 

 
 
  私は、次の各号のいずれにも該当しておりません。 
 
  また、この確認書の記載内容は全て事実と相違ありません。 
 
 
  １ 禁錮（令和７年６月１日以降は拘禁刑）以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は 

その執行を受けることがなくなるまでの人 
 
  ２ 奈良県職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人 
 
  ３ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を

結成し、又はこれに加入した人 
 
 
 
     令和  年  月  日 
 
                        
 
                                   氏  名（自署）                                  

  
      

 

 
 
 
 
 


